
地元の良さ、再認識
⼤⽥原に住んでいる私たちが「当たり前」
と思っていること…。それが移住してきた
⼈にとっては「魅⼒」に感じられていま
す。この通信では、そんな⼤⽥原の魅⼒に
ついて、毎⽉１回お伝えしています。

中⽥原店のスタッフの皆さんと
笠間さん。(左から３番⽬）

⼤⽥原市中⽥原560-1
Tel:  0287-20-2224

塩原屋�中⽥原店

笠間さんは⼤学を卒業後、イトーヨーカドーに就
職。家業を継いでいたお⽗様が体調を崩され、⼿伝
って欲しいと⾔われたことを機に塩原屋に⼊る。
笠間さん－「戻ってきて２、３年後に⽗が急死し
て、何もわからないまま社⻑になりました。⽗から
塩原屋とはどういうものかも聞いておらず、社⻑の
哲学を教えてもらったわけでもなく、本当に⼤変で
した。」

●⽗の急逝。そして社⻑に。問答しながらの毎⽇。

笠間さんー「うまくいかないこともある中、ある勉強会
で出会った先輩に『⾼野⼭に⾏って修⾏して来い』と⾔
われて。雪深い真冬の１週間、セミナーに参加しまし
た。⾃分を⾒つめ直す中で、塩原屋を継いでいること、
先輩や取引先との出会いなど、全てご縁で繋がっている
なと感じて･･･。親⽗に感謝しなきゃいけないな、ひい
ては商売を始めた祖⽗、ご先祖様のおかげだなと気づか
せてもらったんです。」

塩原屋のロゴは、地元那須⾼原に
息吹く「ｓ」という芽を表現。

・Service→サービス
・Safety→安全
・Satisfaction→顧客満⾜

●⾼野⼭での修⾏と気づき。先祖への感謝。
社⻑になり、全てが順⾵満帆に進んだわけではなかった。時代はバブル崩壊後。普通
に商売をしていれば売れる時代から、モノが売れない時代へと変わる時期だったこと
もあり、紆余曲折する笠間さん。
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地域と共に⽣きる在り⽅地域と共に⽣きる在り⽅
幼少期に奉公に出されたお祖⽗様が「故郷の塩原に錦を飾る」という想いで名づけた
「塩原屋」。創業して６８年。お店を引き継ぎ、今も尚、地域に密着したお店を作ろ
うとアイデアを出し続けるスーパー塩原屋の笠間さん。あなたは買い物をする時、ど
んな基準でお店を選んでいますか？価格？品質？それとも･･･？⽇頃、無意識にしがち
な⾷事や買い物、そんな⽇常を改めて考えるきっかけとなるお話を伺いました。

⽥原通信⼤
⼤⽥原市移住・定住交流サロン通信

「あな
たの当たり

前は、誰かの魅⼒かもしれない…」

��ースーパー塩原屋�代表取締役�ー�
�      ������かさま ��りょういち

笠間�良⼀ さん

コストコの商品ブース

他
では⾒られない地元の商品



こだわりの味共同組合『⾃
然の味』シリーズ。
こちらの商品を使い、体調
が改善されたスタッフもい
るのだそう。

笠間さんー「商品の安さや、忙しい毎⽇の中で簡単に⾷べられ
るものも、もちろん重要なことだと思うのですが、周りで体調
を崩している⼈や⼦どもたちを⾒てきて、⾷べた物が⼼と⾝体
を作っていると感じてきました。お⾦をかけるから健康になる
のではなく、お⾦をかけなくても健康でいないと。だとした
ら、そういう取り組みができる地元の無農薬野菜と、ちょっと
背伸びすれば買える、安⼼・安全な調味料や商品を売ること
が、お客様の健康につながるのではないかと。そういう気持ち
もあって、農薬や添加物、保存料などを使わない安⼼･安全な
商品作りをされている『こだわりの味共同組合』の商品も取り
扱っています。」

毎⽉第１⽇曜⽇に並ぶ『はち
まるBioマルシェ』の野菜コ
ーナー。ここにも地域のつな
がりが⽣まれている。

⼤⽥原市城⼭2-3925

取材した⽅に聞きました取材した⽅に聞きました

⼤⽥原あなたの好きな

⿓城公園

笠間さんー「改めて『地域と協⼒して⼀緒に進んでいく。それ
が塩原屋』というイメージで、より地域の商品を揃えていこう
と考えています。中でも中⽥原店では、健康や⾝体に配慮した
ものをということで、先⽉から『はちまるBioマルシェ(※)』に
出店している⽣産者さんのブースを作りました。私たちはモノ
を作ることができない購買代理業。農家や漁師にはなれないわ
けですよね。だからこそ、地域の⽣産者さんの想いを伝道師と
してお客様に伝えていかなくてはと思っています。」
※はちまるBioマルシェ…毎⽉第３⽇曜⽇に成⽥⼭遍照院で⾏われている
                                        オーガニックマルシェ。

●塩原屋の存在意義

笠間さんのおすすめは桜の時期

にご協⼒ください！にご協⼒ください！

「空き家バンク」は、所有している空き家
の情報を登録していただき、利⽤したい⽅
に情報提供する制度です。
詳しくは下記の担当課にご連絡ください。

建築住宅課 Tel：0287-23-1916

●⾷べた物が⼼と⾝体をつくる。だからこそ安⼼・安全な商品も⼤切に。
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⼤⽥原の暮らし、地域情報など発信中！

担当課：⼤⽥原市役所 総合政策部 政策推進課

お問合せ

⼤⽥原市の移住相談窓⼝ 

⼤⽥原市移住・定住交流サロン
 

⼤⽥原市本町1-4-1  ⼤⽥原市役所A別館2階
   Tel：0287-23-8794 

Mail : salon@ohtawara-ijyu.jp
（平⽇ / 9：00〜17：00）

空き家バンク空き家バンク


